
SDGsハーフタイム後の大逆転へ向けて

• ハーフタイムでの15％、5/36の達成度

•日本は9割を越える国民のSDGs認知度も、
行動は進まず

• コロナ禍、気候危機、戦争の影響が大きい

と、言うけれど…災害の世紀はつづく？
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欠ける緊迫感

気候変動・・・産業革命前からの気温上昇を
1.5℃に抑えるならあと約0.5℃、2℃であればあ
と約1℃の気温上昇→影響増大は不可避

消費と生産・・・消費・生産パタンが大量消費大
量生産のままだと、資源の枯渇、エネルギー利用
過多

ジェンダー平等・・・今のままのペースだと完全平等
まで300年必要（人権、経済資源としての問題、
格差は社会不安にも）
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SDGs達成に必要なのはトランスフォーメーション【変革】

Global Sustainable Development Reportで提示した
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きざしを見出す

https://sdgs.un.org/gsdr/gsdr2023



基準、認証で広げる
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